
R4年度 観光推進体制組織強化事業

第３次魚津市観光振興計画に基づく観光地域づくりを推進するため、

観光事業者間の連携強化やスキルアップを図るとともに、将来的な魚津版ＤＭＯの設立を

見据えて観光施策を推進する役割を担う中心的な組織の強化を図るもの。

検討・準備期 設立期 運用期

観光事業者間の連携強化やスキルアップ、
観光施策を推進する役割を担う中心的な組
織の構築など基盤作りを行う。

Phase3Phase2Phase1

目的

■目標

R4年度

R5年度

・セミナー・講演会の開催
・先進地視察
・設立に向けた方針策定

・新たな組織体系の検討
・観光事業計画や資金面などの詳細の検討
・法人格の取得

切れ目なく観光施策を推進する役割を担う
中心的な組織として、地域DMOを設立する

■目標

R6年度

R7年度

・観光地域づくり法人形成・確立計画の策定
・秋に候補DMO申請・認可
・DMO稼働開始

・各種要件を満たすように取り組み実施
・年度中に登録DMOとして申請・認可

『地域で稼ぐ』観光地域づくりをめざし、
DMOの活動を強化する

■目標

R8年度

・正式に登録DMOとしての稼働を開始
・幅広い方向せ魚津の観光を活性化

資料②



R4年度 観光推進体制組織強化事業 【取り組みのおさらい】

① 「魚津市観光振興計画」の達成に向けて視座を高める

② DMO設立の基盤となる情報のインプット

７回のセミナー＋２回の視察で観光知見の底上げとDMO設立に向けた「事前知識のインプット」を図る

目的

(インプット内容)

●前半 ●後半

観光振興計画達成に向けて DMO設立に向けて視察① 視察② まとめ

８〜10月 10月

●まとめ

11〜1月11月 2月

第1回 観光振興計画｜基本方針Ⅰ

地域の稼ぐ力を高める観光・
地域マーケティング

第2回 観光振興計画｜基本方針Ⅱ

アフターコロナのインバウンド
市場とリピーターの作り方

R４年度のテーマと内容・全体の流れ

第3回 観光振興計画｜基本方針Ⅲ

観光の「高付加価値化」を目
指すために地域の資源を見
返す

第4回 観光振興計画｜基本方針Ⅳ＆DMOとは

第5回 DMO設立の手順

第6回 優良DMO事例から学ぶ

阿
智
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神
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野
県
）
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市
（埼
玉
県
）

こ
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第7回

東 徹 氏

立教大学観光学部教授

加藤 史子氏

WAmazing株式会社
代表取締役社長/CEO

岡本 岳大氏

株式会社wondertrunk&co.
代表取締役社長/共同CEO

観光マーケティングとDMOの
役割に関して学ぶ

実際の地域DMO設立の流れ
を学ぶ

官民共創による地域づくり
～釜石事例から稼げる地域
DMO設計を考える～

(一社)秩父地域おもてなし観光公社

三谷 航平氏

北海道上川町役場

石井 重成氏

青森大学准教授
（一社）地域・人材共創機構
代表理事



R4年度 観光推進体制組織強化事業 【まとめ】



R4年度 観光推進体制組織強化事業 【参加者の考えるDMOの姿】

R4年度の事業に参加いただいた事業者からは、魚津市にとってDMOは“必要である”という意見が多数。

参加者が求めるDMOの組織像

・旗振り役として、観光と物産の両輪で“地域の稼ぐ力”を高める組織

・補助金の受け皿ではなく、デジタルを武器に能動的に動ける組織

・観光以外のプレーヤー参画を通じ、持続可能な観光地域を作る組織

・地域の舵取り役かつ、地域の生データをもって活用できる組織

・行政資金をベースに、ヒトモノコトで地域全体を稼がせる組織

・人材活用と資金調達を意識しながら、キラーコンテンツを作れる組織

セミナー・視察で得た学び・参加者の声を元に、DMO設立に向けて検討・整理すべき事を

第7回セミナーにて提案



R4年度 観光推進体制組織強化事業 【DMO設計の検討事項】

検討事項①何を目的とするか 検討事項②何を活動内容にするのか



R4年度 観光推進体制組織強化事業 【DMO設計の検討事項】

検討事項③誰が中心となって進めていくのか



R4年度 観光推進体制組織強化事業 【DMO設計の検討事項】

検討事項④どこで活動するのか 検討事項⑥どうやって活動するのか

検討事項⑤どんなタイムラインか


